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要旨 
本稿では、障がいのある子どもと障がいのない子どもが同じ舞台で音楽やダンスの発表
をするイベント「みんなが主役の音楽の集い～こども・夢・未来へ～」の準備過程と実施
内容について考察し、その成果と意義を参加者のアンケート調査を基に検証した。平成 28
年度三重県高等教育機関魅力向上支援補助金の補助事業として本学の「地域ぐるみ事業に
よる子育ての魅力がミエる県づくりプロジェクト」が採択され、その中で設立された子育
てイノベーションセンターにより集いは主催された。88 名の参加者のうち、37 名からア
ンケートの回答を得た。その結果、音楽の集いの内容、総合的な満足度、今後の期待度の
項目等で回答者から概ね肯定的な評価を得た。自由記述から、回答者が多様な音楽や人と
の交流を楽しく感じていたこと、さらに多様な音楽体験や多様な人々との交流を求めてい
ることがわかった。アンケート回収率は十分ではないものの、肯定的な評価に繋がった要
因について準備過程と実施内容を検討したところ、障がいのある出演者を日頃から支援、
指導している音楽療法士による配慮が考えられた。また、高等学校の部活動の顧問教諭に
よる音楽の集いに対する理解も、高校生の出演者やサポーターからの肯定的な評価に繋が
ったと考えられた。司会の高校生には、事前の打ち合わせにより具体的な配慮について理
解が深まったと考える。今後継続的な取り組みを行う上での課題について検討した。 
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１．序文 
共生社会とは、「誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相
互に認め合える全員参加型の社会」であり、その社会の実現は、我が国において積極的に
取り組むべき重要な課題と位置づけられている 1）。教育制度においては、インクルーシブ
教育（包容する教育）において、障がいのある者と障がいのない者が共に学ぶ仕組み作り
が進められている。その中で、特別支援学校と幼・小・中・高等学校等との間、又は特別
支援学級と通常の学級との間でそれぞれ行われる交流及び共同学習が位置づけられている。 
交流及び共同学習の実践の中で、音楽活動によって子どもの交流を促進しようとする試
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
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みが報告されている。例えば楽器作りやダンスを行うことで共に感情が高まる機会を設け
た授業が報告されている 2）。浅間はこの中で、事前の遠隔交流や自己紹介を通して障がい
のある生徒もない生徒も安心して取り組める環境作りの重要性を指摘している。藤本 3）は、
共同学習として音楽の授業で合唱の練習に取り組む際の、発声や音程に関して難しさのあ
る知的障がいのある小学生への支援について報告している。このように障がいのある子ど
もとない子どもの交流や共同学習を進める際の支援方法として、障がいのある子どもへの
配慮と、障がいのある子どもとない子どもの両方に対する工夫が考えられている。 
インクルーシブ教育の実践に関しては、教員への質問紙調査で、交流、共同学習の意義
に関して教員が広く認める一方、実践にあたり子どもへの支援方法の欠如を教員が感じて
いると報告されており 4）、さらに研究や知識や技術の共有が必要である。共生社会の実現
の困難さは日本のみならず他国でも認識され、制度と現場の実態にはギャップがあり、イ
ンクルーシブ教育を行う際、教員への幅広い指導、支援の重要性が指摘されている 5）6）。 
音楽活動を活用した子ども同士の交流の促進や、互いを尊重できる関係作りは、教育現
場だけでなく、地域でも試みられている。その中に、音楽療法士による地域社会の変容を
目的とするコミュニティ音楽療法の実践がある。音楽療法とは、音楽のもつ様々な特性を
活かして、対象者の医療的、教育的、福祉的なニーズ等に応えるものである。吉田 7）は統
合失調症の成人男性に対し多様な音楽発表体験が回復の助けになっていることを報告して
いる。また吉田 8）は、長年に渡り地域に根ざした月例コンサートを企画運営し、そのコン
サート等の体験が障がいのある人だけでなく、楽器店の経営者や音楽教室の講師等にも音
楽の在り方等を見直す機会を与えたと報告している。猪狩 9）はダウン症のあるメンバーと
一般から公募されたメンバーから構成されたアンサンブルにおいて、障がいのあるメンバ
ーの即興演奏が障がいのないメンバーにとって刺激となったことを述べている。木村 10）
は、商店街において週に 1 度、歓談を交えた歌唱等の音楽療法セッションを行い、コミュ
ニティへの発信としてコンサートを実施し、30 代から 90 代の幅広い年代の参加者間にお
いて積極的に仲間のために行動する関係が見られたことを指摘している。  
吉田 8）、猪狩 9）、木村 10）の指摘するような、対象者自身に関する改善や変容だけでな
く、障がいのある人や高齢者を含むコミュニティ自体の変容を注視する音楽療法はコミュ
ニティ音楽療法と位置づけられ、1980 年代にノルウェーとイギリスで始まったと考えら
れている 10）。これは、社会的障壁を取り除き、合理的配慮によって誰もが生活しやすい社
会の形成を目指す共生社会の基本的な考え方に共鳴するものと考えられるだろう。  
音楽が人々の交流やコミュニティの変容に活用されている理由として、合唱やバンド活
動等に見られるように、音楽が人と人とが共同し、協調するといった社会性を本質として
要することや、コミュニケーションの機能を有すること、一体感や達成感を得られること
等、様々な音楽の特性が挙げられる 11）12）。しかし、どのような音楽活動や人の交流プロ
セスが、障がいのある人とない人の交流を促進し、他者への理解や共感を育てるのかにつ
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いて十分な検証は行われていない。  
本稿では、障がいのある子どもと障がいのない子どもが同じ舞台で音楽の発表する音楽
の集い「みんなが主役の音楽の集い ～こども・夢・未来へ～」（以下、音楽の集いとす
る）について報告し、その成果と意義を検証する。この音楽の集いは、本学の「子育てイ
ノベーションセンター」によって主催されたものである。本学では「地域ぐるみ事業によ
る子育ての魅力がミエる県づくりプロジェクト」が平成 28 年度三重県高等教育機関魅力
向上支援補助金の補助事業として採択され、地域と連携した子育て・子育ち支援を目的と
した「子育てイノベーションセンター」が設立された。そこで翌年平成 29 年度に、地域住
民や障がいのある子が出演者として参加する音楽の集いを企画した。音楽の集いの準備過
程や内容について報告し、参加者のアンケート調査結果を基に、この音楽会がどのように
参加者に受け止められたのか検討する。そして、音楽会のどのような要素がインクルーシ
ブな集団の交流を促進するのか考察する。 
 
２．音楽の集いの目的 
 「みんなが主役の音楽の集い ～こども・夢・未来へ～」を実施する目的は、音楽経験
や障がいの有無にかかわらず色々な子どもが、同じ舞台で音楽やパフォーマンスを発表す
る場を提供することである。また、音楽を通して様々な子どもたちの交流を促進する機会
を設けることも狙いとした。この音楽の集いの実施を通して子どもが育つインクルーシブ
な環境の重要性を参加した人々に感じてもらい、社会に発信することを考えた。とりわけ、
これから社会を形成していく世代である高校生の参加を促し、共生社会に関する興味・関
心を高めることも目標とした。 
 
３．音楽の集いの準備 
3.1 参加者の募集内容とその結果 
この音楽の集いの参加者については、出演者、サポーター、観客の三つの立場から参加
する人々を想定した。出演者は、音楽やダンス等を発表し、出演していない時間は、他の
出演者の発表を観客として観たり聴いたりすることを前提とした。サポーターは、伴奏、
演奏補助、舞台作り、受付、出演者のサポート等をする人を想定した。出演者、サポータ
ーについては、小学生から高校生を想定し、音楽経験の少ない初心者や障がいのある子ど
もにも気軽に応募してもらえるよう呼びかけた。 
出演者、サポーターの募集方法については、二つの方法を併用した。一つは出演者、サ
ポーターを公募する方法である。もう一つは、筆者あるいは音楽の集いの趣旨に賛同する
地域の音楽療法士が、個人や団体に音楽の集いの趣旨を伝えて出演を募集する方法である。
また、本学のグループ校である高等学校から協力を得て、いくつかの部活動の顧問教諭に
よる働きかけによって高校生の参加を呼びかけた。 
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公募に当たっては、後援を県や市、教育委員会から得て、募集内容を記載したパンフレ
ットを作成し、近隣の公民館や図書館、教育関連イベントでの配布を行ったが、公募での
応募者はなかった。  
出演者は、地域の音楽療法士が音楽レッスンやバンド活動を指導、支援している子ども
や成人、高校生のストリートダンス部、大学生のダンスサークルとなり、６出演者及び団
体となった。当初、対象は高校生までと想定していたが、大学生のダンスサークルに関し
ては、地域の催しで、障がいのある観客に声をかけ一緒に踊っているところを筆者が見て
団体に直接この音楽の集いについて説明し、賛同を得て出演することとなった。  
サポーターについては、本学のグループ校である高等学校の美術部、書道部、放送部の
顧問教諭から生徒へ音楽の集いの趣旨を説明し、参加することとなった。音楽の集いの周
知のためのポスター及び当日のプログラムで使用するイラストを美術部が、タイトル部分
を書道部が担当した。当日の司会を放送部の 2 名が担当することとなった。又、当日の舞
台設定や照明については、本学の音楽療法を学ぶ学生も含めた大学生 4 名がサポーターと
して参加することとなった。  
 
3.2 音楽の集いの準備過程  
準備にあたり、出演する障がいのある子どもや成人、その家族に対する音楽会について
の説明や、当日に向けての準備や取り組みに関しては、日頃から出演者への支援や指導を
行っている音楽療法士が行った。高校生の出演者、サポーターに対しては、各部活の顧問
教諭が説明や準備に関する支援、指導を行った。音楽療法士及び顧問教諭と筆者の間で連
絡や打ち合わせを随時行って準備を進めた。大学生のダンスサークルに関しては、代表者
と筆者の間で連絡を取り合った。  
障がいのある出演者に対して必要な配慮に関しては、音楽療法士から舞台設定や当日の
流れ、リハーサルの順番、プログラムでの表示や司会アナウンスの内容等について提案が
あり、筆者と話し合って決めていった。 
出演者、サポーターのうち、高校生に関しては、障がいのある人との交流に関して、経
験のある人とない人が予想されたため、司会者 2 名とは顧問教諭も含め筆者と事前打ち合
わせを一度行った。司会者が準備した台本を一部読んでもらい、意見交換を行った。様々
な参加者が、話し言葉を聞きやすく、理解しやすくなるよう、ゆっくり、はっきり読むこ
とや、内容が伝わりやすくなるように、話し方や視覚的な表現のアイデア等について話し
合った。ストリートダンス部のメンバーとは高校訪問時に何度か練習を見て会話をかわす
ことができたが、事前の打ち合わせは日程調整が難しく行うことができなかった。美術部、
書道部に関しては、ポスターを作成する過程で筆者が直接話す機会はなかったが、部活顧
問から音楽の集いの趣旨を伝え、自由に音楽で表現する人々をモチーフに高校生が制作し
た様々なイラストと、書道部の書いたタイトルをポスターと当日のパンフレットに使用し
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た。音楽の集いの周知に関しては、そのポスターを出演者やその家族、サポーター及び地
域住民へ配布し、本学、高等学校、市内の公民館及び図書館等に掲示した。  
会場については、様々な参加者を想定し、ステージと客席に段差がない会場を近郊で探
したが適切な場所を見つけることができず、本学にある段差のないプレイルームを会場と
して計画した。しかし来場予定者が見込みより多くなり、本学の国際文化ホールに変更し
た。このホールは前方にステージがあり、客席が階段状になっているが、この時点で出演
者、サポーターが全員決定しており、舞台に上がることができると考えられたため、この
ホールを会場とした。  
 
４．音楽の集いの概要 
4.1  開催日時・場所・参加者数等 
イベント名：みんなが主役の音楽の集い 〜こども・夢・未来へ〜  
開催日時：平成 30 年 2 月 11 日（日祝）14:00～15:30 
開催場所：鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部 国際文化ホール  
参加者数：合計 88 名 
参加者の内訳：出演者 30 名、サポーター4 名、観客 37 名、講師 2 名、部活動顧問教諭 3
名、大学教職員 8 名、本学学生サポーター4 名。 
出演者 30 名のうち、発達障がいがある出演者が 8 名であり、障がいのない出演者が 22
名であった。講師 2 名は音楽療法士である。また、大学教職員 8 名のうちの 1 名に著者が
含まれる。著者は音楽療法士であり、集いの企画運営の責任者として、出演者や関係者と
の連絡や事前打ち合わせを担当し、当日は全体運営にあたった。 
入場料：無料  
主催：鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部子育てイノベーションセンター  
後援：三重県、鈴鹿市、三重県教育委員会、鈴鹿市教育委員会、津市教育委員会  
 
4.2  当日の流れとプログラム内容 
当日の流れは以下の通りである。  
9:00～10:00 大学生サポーターとの打ち合わせ  
10:00～12:00 講師（音楽療法士）到着、楽器搬入、ステージ設定  
12:00～13:20 リハーサル  
13:30～14:00 受付 
14:00～15:30 音楽の集い  
15:30～17:00 写真撮影、楽器搬出、片づけ  
 リハーサルは障がいのある出演者に対して待ち時間の負担を少なくする為、本番の順番
通りには行わず、障がいのある出演者のリハーサルは後半に行った。 
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音楽の集いのプログラム内容は以下の通りである。  
１．大学生サークルによるダンス・パフォーマンス  
２．小学生の歌とキーボードのソロ演奏  
３．小学生のドラムのソロ演奏  
４．高校生によるストリートダンス・パフォーマンス  
５．小学生のベルのソロ演奏  
～サポーター・講師紹介～  
６．成人のバンド演奏  
～みんなで歌おう 「未来へ」～  
 高校生の司会者 2 名の自己紹介から音楽の集いが開始された。一番目の大学生サークル
によるダンスパフォーマンスは二曲あり、二曲目は観客も参加できるダンスで、舞台上だ
けでなく、会場のあちこちにダンサーと観客が踊る姿が見られた。観客が参加するダンス
は、振り付け内容が障がいのある子ども、大人でも理解でき、同じ振り付けの繰り返しが
多く、障がいのある人が障がいのない人と共に踊りやすい内容であった。また、振り付け
の直前に、体のどの部位をどのように動かすのか、短く分かりやすい掛け声があり、障が
いのある子どもや大人でも、ダンスの振り付けをその場で理解して踊れるような工夫があ
った。 
二番目のソロ演奏は二曲あり、一曲目はオーディオ機器から流れる曲に合わせて歌唱と
マラカスの演奏であった。二曲目はキーボード演奏で、指導者である音楽療法士が壇上で
サポートした。  
三番目は電子ドラムセットでのソロ演奏であった。オーディオ機器から流れる曲に合わ
せてドラム演奏が行われた。電子ドラムは通常、練習用に使われ、本番では通常のアコー
スティックなドラムが使用されることが一般的であるが、今回は普段の練習に使用してい
る電子ドラムを持ち込んで使用した。そのことによりドラムの音や、演奏時のタッチ、ま
た複数のドラムやシンバルの位置が練習時と同じになるように設定した。  
四番目は、高校生のストリートダンス部によるパフォーマンスが二曲あった。一曲目と
二曲目で曲想と振り付けが大きく異なるパフォーマンスであった。一曲目では会場の通路
などを使い、参加者から近い位置でパフォーマンスを行った。  
五番目の演奏は、ハンドベルのソロ演奏であった。ハンドベルは手の平で押すと音が出
るベルで、卓上ベルとも呼ばれているものである。指導者である音楽療法士からの配慮に
よりプログラムには曲名を載せず、当日に演奏者が決められるようにした。そのため発表
内容が、演奏者のその場の状態や気持ちに沿った演奏となった。 
サポーター紹介では、司会者、ポスターやプログラムに使用したイラストを担当した高
校生の美術部の代表者、大学生サポーターが紹介された。講師紹介では、音楽療法士 2 名
を紹介し、高校生の部活顧問も壇上に上がった。 
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六番目の演奏はヴォーカル、ダンス、ギター、打楽器、キーボード等のバンド演奏で、
指導、支援を行っている音楽療法士らもバンドメンバーとして演奏していた。演奏は二曲
で二曲目は即興演奏も含むメドレーであった。  
プログラムの最後には、この集いのために作った「未来へ」という曲を会場内にいる人
全員に呼びかけて歌い演奏した。伴奏を音楽療法士らと筆者で行い、出演者やサポーター、
観客が舞台前や席上で歌ったり打楽器を鳴らしたりし、ダンスの出演者らが事前に考えた
振り付けで踊った。 
 
５．音楽の集いの評価 
5.1 アンケート調査 
 音楽の集いに関する評価を行うため、参加者にアンケート調査を行った。  
調査日：実施当日の集い終了後 
調査対象者：音楽の集いの参加者 
調査内容：参加者の属性を知る質問として、性別、年齢、居住地、参加者のタイプ（出演
者、サポーター・スタッフ、観客）について選択肢をチェックする形式で尋ねた。調査項
目は、来場のきっかけ、来場時一緒に来た人の有無と種類、イベントのボリューム、会場
設定、イベントの内容、イベントの総合的な満足度、会場までの交通手段、次回への期待
度について選択肢または該当する部分をチェックする形式で尋ねた。最後にイベントに関
する意見・要望・感想と、次回期待するイベントの内容について自由記述形式で尋ねた。  
 
5.2 回収率と回答者の属性 
 参加者 74 名に対しアンケートは 37 枚回収し回収率は 42 %であった。 
アンケートに回答した参加者の性別は、男性８名、女性 29 名であった。年代別に見ると
10 代が 15 名と最も多く、次に 20 代が 8 名、3 番目に多かった年代は 40 代で 6 名であっ
た（図 1）。 
会場は鈴鹿市内であったが、アンケート回答者の在住地域は、鈴鹿市が 15 名、「その
他」14 名、続いて津市（5 名）、四日市市（3 名）であった。「その他」の中で記入があ
ったものに関しては、愛知県 3 名、三重県では亀山市 2 名、伊賀市 2 名、川越町 1 名、大
紀町 1 名、尾鷲 1 名であった。  
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アンケート回答者のうち、25 名は出演者、10 名が観客、1 名がサポーターとして参加し
ていた。無回答が 1 名であった。  
 
図 1 調査協力者の年齢          図 2 調査協力者の在住地域  
 
5.3. 調査項目への回答 
 来場したきっかけについては、「その他」が 23 名、62％を占め、そのうち「出演するた
め」「出演依頼」といった出演に関する記述が 20 名あった。次に挙げられたのが「ポスタ
ー・チラシ」（5 名）、続いて「家族」（4 名）であった（図 3）。 
 来場の際一緒に来た人に関しては、「その他」が 16 名で最も多く、8 名が「友人」と
「子」、4 名が「親」と答えた。「一人で」「配偶者」が 2 名ずつであり、「祖父母」が 1
名であった。「恋人」と答えた人はいなかった。無回答が 2 名であった。  
 
 
図 3 来場したきっかけ  
  
会場については、五段階評価のうち、「大変良かった」が 7 名、「良かった」が 21 名
で、合計 28 名（76％）が肯定的な評価をしていた。「普通」が 8 名、「悪かった」が 1 名
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22%
30代
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11% 鈴鹿市
41%
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13%
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であった（図 4）。 
 会場までの主な交通手段については、電車が 2 名（5％）、車が 15 名（41％）、バスが
17 名（46％）、電車とバスの両方をチェックした人が 3 名（8％）であった（図 5）。 
  
図 4 会場について          図 5 会場までの交通手段  
 
 音楽の集いのボリューム（時間や内容量）については、「丁度よい」と答えた人が 26 名
（70％）であり、途中休憩のない一時間半の音楽会について、多くの参加者にとってちょ
うど良いと感じられていた。次に「やや少なかった」が 6 名、「やや多かった」が 3 名と
続いた。「多かった」「少なかった」と答えた人が 1 名ずついた（図 6）。 
 イベントの内容については、五段階に分かれた横棒の位置で評価する方法で回答を得た。
左端を「良」、中央を「普」、右端を「悪」とし、「良」と「普」の間と、「普」と「悪」
の間にもチェックできる印をつけた。左端の最も良い評価を表す「良」に 19 名（51％）、
「良」と「普」の間が、9 名（24％）であり、合わせて 28 名（76％）がイベントの内容を
肯定的に評価していた。「普」は 9 名（24％）であり、そのうち 1 名が、「普」より「悪」
の方向に少し寄っているところに記述をしていたが、「普」と「悪」の中間よりも、「普
通」に近いところに記述していたので「普」に含めた。「普」と「悪」の中間及び「悪」
の回答はなかった。  
大変良
かった
19%
良かった
57%
普通
21%
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3%
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図 6 音楽の集いのボリュームについて  
 
 音楽の集いの総合的な満足度については、「大変満足」が 17 名、「満足」が 14 名であ
り、合わせると 31 名（84％）が音楽の集いに満足している結果であった。「普通」が 6 名
となり、「不満」「大変不満」と答えた人はいなかった（図 7）。 
 「同イベントが開催されたら」という項目については、「また来たい」「近所で開催さ
れれば来たい」「もう来ない」の 3 項目の選択肢であった。「また来たい」が 28 名、「近
所で開催されれば来たい」が 8 名であり、合わせると 36 名（97％）の人がまた参加して
みたいという気持ちを持ったことがわかった。「もう来ない」が 1 名であった（図 8）。 
  
図 7 総合的な満足度           図 8 次回開催への期待度 
 
5.4. 音楽の集いに関する意見、要望、感想、次回期待するイベントへの自由記述 
音楽の集いに関する意見、要望、感想の自由記述に関しては 22 名から記入があり、回答
者数 37 名のうちの 59％の人からコメントが寄せられた。 
「楽しかった」「緊張した」といった出演者としての感想や、「いつもできない経験」
「初めて」といったこの集いの機会、体験の珍しさ、新しさ等に関する感想も寄せられた。
「音楽で人がつながっていく機会」「“全員”で作るイベント」といった人とのつながり
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に関連したものや、「色々な音楽」「いろんな人たち」と楽しめたといった多様な参加者、
音楽に言及した感想もあった。そして「もっと沢山のグループ」「色々な音楽」「みんな
と触れ合える」機会がほしいといった、多様な音楽や一層の交流を求めるものがあった。  
「本人は大変楽しかったよう」といった出演者について代弁しているような記述や、特
定の出演者について書かれた感想もあった。  
意見や指摘に関しては、より「開放的な会場」が良い、「バックに映像」がほしい、「入
り口に目印を」といった、会場や案内方法等に関する具体的な意見や指摘があった。「ス
タンバイの時間がほしかった」という音楽の集いの流れや構造に関して出演者からの意見
があった。 
今後期待するイベントに関しては地域のイベントである「鈴鹿ダンスフェスティバル」
に関すること等が書かれていた。  
アンケートの自由記述の詳細は以下の通りである。  
出演者としての感想（5 件） 
・出演させていただき、ありがとうございました！とてもあたたかく楽しいイベントでし
た。また出演させていただけたらうれしいです！  
・すげーきんちょうした 
・とても楽しかったです。他の出演者の方も楽しまれているようで良かったと思います。  
・子どもも多く、楽しいイベントでした！呼んでくださって、ありがとうございます！  
・楽しかったです  
音楽の集いの機会、体験の珍しさ、新しさ等に関する感想（4 件） 
・いつもできない経験ができて良かったです。  
・すごく楽しかったです。こういうイベントは私たちにとって初めてで良い思い出になっ
たのでとても良かったです。  
・こんなステキなイベントはなかなか無いと思います。次回も来たいです。子供も大喜び
でおどって楽器もできました。  
・気軽に舞台にたてるのがうれしかったです（笑顔のマーク） 
全員参加、人とのつながり等に関連した感想（3 件） 
・音楽で人がつながっていく機会を作っていただきありがとうございました。 
・雰囲気がとっても良くて、あたたかくなりました。本当にいい、すてきなイベントで来
て良かったです！ありがとうございました！！！“全員”で作るイベントだなと思いまし
た（笑顔のマーク）  
・小さい子がたくさんいて一緒に盛り上がることができてよかったです  
多様な参加者、音楽に言及した感想（2 件） 
・色々な音楽がきけてたのしかったです。  
・すごくたのしかったです。いろんな人たちと音楽を楽しめてよかったです。  
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多様性や交流を一層求める意見（4 件） 
・もう少しみんなで触れ合えるような会場だともっとよいなと思いました！！  
・もっといろんな音楽を観たいです！！たくさんのグループがあると楽しいと思います  
・もっとたくさんの歌やおどり（小中高大生）を見たい。  
・子供が一緒に歌える時間を多く増やしたら良いと思います  
出演者について書かれた感想（3 件） 
・出演させて頂きありがとうございました。本人は大変楽しかったようです  
・（団体名省略）の「楽しかった」とつぶやく声が聞こえました。本当に楽しかったです。  
・みな楽しそうで、とっても良かった。（団体名省略）よかった。皆堂々としていてすご
い。 
会場についての意見（3 件） 
・もう少し開放的で盛り上がる会場が良いと思った  
・子があきてしまっていたので、バックに映像など流してくれてもよかったと思う  
・入り口がわからなくてウロウロする人がたくさんいたので、入り口に目印が欲しかった。 
出演者からの集いの流れに関する意見（1 件） 
・スタンバイの時間がほしかった。  
今後期待するイベントに関する記述（3 件） 
・鈴鹿ダンスフェスティバル  
・鈴フェスなどにも出てもらいたいです  
・音楽をたのしむならなんでも OK です（笑顔のマーク） 
 
６．考察 
アンケート結果から、三重県の 8 つの市や町等と、愛知県からの参加者もいたことがわ
かり、広域から色々な子ども、大人が集い、それぞれのパフォーマンスを披露する場を提
供することができたと考える。10 代から 60 代以上と幅広い年代の参加者を取り込むこと
ができ、多様な参加者による集いになった。  
音楽の集いの内容、総合的な満足度、今後の期待度の三項目等で回答者から概ね肯定的
な評価を得た。アンケートの自由記述には、この集いを人と繋がる機会と捉えた感想、体
験の珍しさ、新しさを指摘する感想、多様な参加者、多様な音楽に対する肯定的な感想、
一層の多様性や他者との交流を求める意見があった。そして「楽しかった」という言葉が
13 回使用され、「あたたかい」という言葉も使われており、音楽の集いの肯定的な評価に
繋がったものは、「あたたかな」雰囲気の中での「楽しい」音楽体験の共有であろうと考
える。その「あたたかな」会場の雰囲気は、出演者と共に来場し演奏に聴き入っていた家
族や、長く支援、指導をしている音楽療法士や部活動の顧問教諭、会場の観客の拍手や態
度によるものだろう。そのような雰囲気の中で、出演者たちがそれぞれのパフォーマンス
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をやり遂げ、それを観客が楽しみ、さらに参加者が一緒にダンスしたり演奏したりするこ
とで参加者の交流が促進されたことで、この音楽体験が「楽しい」と感じられたと考える。
そしてもっと多様な音楽や人々と交流したいという気持ちが生まれたのではないかと考察
する。このような「楽しさ」や「あたたかさ」が、音楽活動を行う際に障がいのある人と
ない人の交流を促進し、他者への理解や共感を育てるための重要な要素であるように思わ
れる。 
今後期待する催しについては、「すずかフェスティバル」という地元の踊りを中心とし
たフェスティバルについて言及した感想があった。このフェスティバルは 1997 年より行
われ、「市民が創り、誰もが参加でき主役になれる祭り」を開催趣旨としており、参加者
の中には本稿の「みんなが主役の音楽の集い」の考えに重なるものとして想起されたのか
もしれない。  
会場に関しては、アンケート回答者のうち肯定的な意見が多かった一方で、自由記述で
は「もう少し開放的で盛り上がる会場」「子どもが飽きないように舞台背景に映像等を流
してほしい」といった要望が寄せられた。舞台背景については、特定の障がいのある出演
者への配慮として演奏に集中しやすいように、背景に装飾をしなかった。しかし、どのよ
うな舞台設定が好ましいかについては人によって異なる。今回の会場は講演や教室として
の機能が主であり、舞台や背景について改善の余地があったと考える。また、舞台設定の
意図についてどのように参加者と共有するべきかについても次回の課題である。  
会場の選択については、車椅子を使用する出演者も想定し、パフォーマンスできる適切
な会場を近郊で探したが見つからなかった。出演者全員が舞台に上がることが可能であっ
たため、当日は、段差のある舞台の会場となった。当日は音楽の集いを安全に実施するこ
とができたが、より多様な人々が演奏やパフォーマンスを発表できる会場をさらに調査す
る必要がある。しかし同時に、インクルーシブな音楽会を催すには会場や舞台設定に様々
な工夫を凝らす必要があるため、本会場のように大学内でいつでもアクセスでき、設定や
段取りを検討できる会場であることも大切である。会場の選択は様々な要素を考えて決定
する必要があるだろう。 
障がいのある出演者の子どもや成人のバンドグループへの配慮に関しては、日頃から出
演者を支援、指導する音楽療法士からの提案により、準備段階から当日まで、舞台設定や
段取り等について細かな配慮を行った。楽器については、電子ドラム等の大型の楽器も含
め、全て普段から出演者が使用しているものを本番でも使用した。当日は出演の際、音楽
療法士が舞台上で一緒に演奏したり、舞台の袖で見守ったりした。このことがそれぞれの
演奏の支援となったと考える。この音楽の集いでは公募による出演者がいなかったが、出
演者を公募することが適切かどうか、また公募する場合は、準備段階から当日までどのよ
うな支援や配慮ができるか考えることが大切である。 
障がいのない高校生の出演者やサポーターへのアプローチに関しては、部活動の顧問教
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諭による指導や支援が中心であった。司会者 2 名と筆者は部活の顧問教諭を含めて事前の
打ち合わせを行い、司会原稿について多様な聴衆を推定しながら具体的に検討することが
できた。それにより司会者はインクルーシブな音楽の集いについて理解がしやすくなった
のではないかと考える。ストリートダンス部や、ポスター制作を担った高校生とは事前の
打ち合わせを行うことができなかった。しかし、部活の顧問教諭による音楽の集いへの理
解や協力により高校生の参加に繋がった。当日は大学生と高校生とのやりとりも見られ、
大学生のパフォーマンスや参加者と交流する姿が高校生にとってモデルとなったかもしれ
ない。 
アンケート調査に関しては、アンケート形式が A4 用紙一枚の選択式と記述式のもので
あり、当日音楽の集いの終了直後に回収する方法であったが、回収率は 42％と低かった。
また、アンケートの中には障がいのある子どもや大人の様子や発言についての記述があり、
アンケートに答えることが難しい人の代弁をするような感想も寄せられた。障がいのある
子どもや大人の感想や意見を反映させるため、アンケートの内容をわかりやすくし、記述
式ではない形も含め、アンケートの内容と方法を改善する必要がある。  
アンケート結果と準備過程及び実施内容の考察から、参加者に対し、この集いの体験を
通して、多様な子どもや大人が認め合い、つながることの重要性を発信できたのではない
かと考える。この音楽の集いは単一の試みであったが、吉田 8）、猪狩 9）、木村 10）の報告
にあるように継続的な音楽体験の場を作ることが大切である。その中でどのような準備や
交流過程が、「あたたかな」雰囲気や「楽しい」音楽体験を導き、障がいのある人やない
人に、どのような変化をもたらすか検証することが重要である。  
 
７．結論 
「みんなが主役の音楽の集い 〜こども・夢・未来へ〜」という障がいのある子どもや
大人と、障がいのない子どもや大人が同じ舞台で音楽や踊りを発表するインクルーシブな
音楽の集いに関して、アンケート回収率は 42％のため断定はできないものの、その内容や
満足度において、参加者から肯定的な評価を得た。参加者は、音楽の集いに関して、その
多様な音楽発表や、ダンス等を通した参加者同士の交流を楽しく感じていた。障がいのあ
る出演者のパフォーマンスに関しては、日頃から支援、指導を行っている音楽療法士によ
る舞台設定や演奏時の出演者に合ったサポートが効果的であった。高校生の参加者に対し
ては部活動の顧問教諭による音楽の集いへの理解や協力が大きく影響していると考えられ
た。司会の高校生には、事前に筆者と打ち合わせたことにより具体的な配慮について理解
が深まったと考える。大学生のグループによる参加者を巻き込んだダンスや、出演者の家
族や観客の温かい態度も、会場の雰囲気を作った。  
多様な人々が受容される安心感のある雰囲気の中で、一つ一つのパフォーマンスがやり
遂げられ、参加者にとって楽しい体験となったこと、その中で音楽やダンス等による交流
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が行われたことにより、もっと多様な音楽や人々と交流したいという気持ちが生まれたの
ではないかと考える。今後の課題として、障がいのある参加者からの意見も反映できるよ
う検証方法を改善していきたい。また、継続的にインクルーシブな音楽発表の場を作り、
どのような音楽の体験や交流過程が、障がいのある人とない人の交流を促進し、他者への
理解や共感を育てるのか引き続き検証していきたい。  
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An Examination of Music Performance Gathering for 
Children and Adults With and Without Special Needs 
 
Yuri TSUJI 
 
Abstract 
This research investigates the process and the meaning of “Music Gathering for All: 
Children Dream Future,” a music performance gathering for children and adults with 
and without special needs. This gathering has been sponsored by the Child Care 
Innovation Center in Suzuka Junior College, Mie, Japan. This center was started as a 
part of the regional child care project supported by Mie prefecture in order to develop 
institutions of higher education. Eighty-eight people attended this gathering and 
thirty-seven people answered a questionnaire. The results showed that many of those 
surveyed set a high valuation on its “contents,” “overall satisfaction” and “willingness 
to attend the next gathering.” Many of those surveyed expressed that they enjoyed 
various music and interactions with others and wanted more opportunities to 
experience diverse music with diverse people. The possible factors that influenced the 
high evaluations were the support from music therapists of the performers and from 
high school teachers who were in charge of the after-school clubs of the participants. It 
was also considered that a meeting with high school students and the author before the 
gathering helped students understand the concept of the gathering.   
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music, special needs, children 
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